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4.0
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6.0

400万円未満
600～700万円台
1000万円以上

（単位：％）

400～500万円台
800～900万円台

臨床学術部

苦手な操作を克服
バキューム実習が好評

子どもの口腔崩壊と　　　
歯科健康格差対策を考える

講師・香西克之氏
（広島大学大学院教授）

市民公開講座

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西　

真
紀
子

スウェーデンのう蝕治療を変えた人物

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ
リ
オ
ロ
ジ
ー
（
齲

蝕
学
）
の
礎
を
築
い
た
故
ボ
ー
・
ク
ラ
ッ

セ
教
授
は
、
２
０
０
１
年
の
東
京
講
演

で
、
結
核
患
者
を
例
に
し
て
、
医
師
が
炎

を
発
展
さ
せ
る
画
期
的
な
研
究
だ
っ
た
。

　

マ
ル
メ
大
学
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

し
て
い
た
ク
ラ
ッ
セ
歯
科
医
師
は
、
た
だ

症
の
起
き
て
い
る
部
分
を
切
除
し
、

そ
こ
に
不
活
性
材
料
を
充
填
す
る

と
、
医
師
は
訴
え
ら
れ
て
し
ま
う

が
、
こ
う
い
う
こ
と
を
日
常
的
に
し

て
き
た
の
が
歯
科
で
あ
る
と
指
摘
し

た
﹇
１
﹈。
そ
し
て
、
歯
科
医
療
の

目
的
は
、「
早
期
発
見
し
て
」「
破
壊

部
分
を
外
科
的
に
修
復
し
」「
欠
損

部
分
を
補
綴
的
に
補
う
」
と
い
う
も

の
か
ら
、
で
き
る
だ
け
欠
損
の
時
期

を
遅
ら
せ
る
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
て
い
く
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
と

述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
医
療
の
観
点

を
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
モ

デ
ル
と
呼
び
、
歯
科
医
療
に
必
要
で

あ
る
と
し
た
。

長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン

長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン

　

ク
ラ
ッ
セ
教
授
は
、
若
い
頃
に
、

ビ
ペ
ホ
ル
ム
・
ス
タ
デ
ィ
と
い
う
１

９
４
０
〜
50
年
代
に
行
わ
れ
た
精
神

病
院
で
の
齲
蝕
と
食
物
と
の
関
係
を

調
べ
る
研
究
に
関
わ
っ
て
い
る

﹇
２
﹈。今
日
、倫
理
的
に
問
題
が
あ
っ

た
と
批
判
さ
れ
る
こ
の
研
究
だ
が
、

齲
蝕
の
多
因
子
に
対
す
る
原
因
療
法

し
て
い
る
﹇
３
﹈。
ク
ラ
ッ
セ
教
授

の
お
か
げ
で
、
病
因
論
に
基
づ
く
メ

デ
ィ
カ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル

に
魅
せ
ら
れ
た
教
え
子
た
ち
は
多

く
、
一
時
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

す
べ
て
の
歯
科
大
学
の
カ
リ
オ
ロ
ジ

ー
講
座
の
教
授
が
ク
ラ
ッ
セ
教
授
の

教
え
子
だ
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

以
外
で
も
影
響

以
外
で
も
影
響

　

ク
ラ
ッ
セ
教
授
は
、
米
国
の
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
で
１
９
８
４
年
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
き
、
そ
の
後
の
米
国
の
齲

蝕
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
影
響
を
与

え
た
﹇
４
﹈。
１
９
８
５
年
に
は
英

語
版
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
出
版
し
て

い
る
﹇
５
﹈。
日
本
で
は
、
熊
谷
崇

先
生
が
、
カ
リ
オ
ロ
ジ
ー
や
ペ
リ
オ

ド
ン
ト
ロ
ジ
ー
に
基
づ
い
た
論
理
的

な
歯
科
臨
床
モ
デ
ル
に
、
ク
ラ
ッ
セ

教
授
の
発
し
た
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル
」
と
い
う
名
前

を
用
い
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
同

等
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
予
防
効
果

を
上
げ
て
い
る
。

齲
窩
を
充
填
す
る
こ
と
だ
け
教
え
て
い
た

他
の
教
官
と
は
違
っ
て
、
長
期
的
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
つ
人
物
だ
っ
た
と
、
教
え
子
だ
っ

た
故
ダ
グ
ラ
ス
・
ブ
ラ
ッ
タ
ー
ル
は
記
述

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

③
part. 2

１
９
８
５
年
に
出
版
さ
れ
た
、
カ
リ
エ
ス
リ

ス
ク
評
価
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
内
容
は
今
で

も
色
褪
せ
て
い
な
い
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上
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（
表
）。

　

ま
た
、
負
担
率
の
推
移
を

み
る
と
年
収
４
０
０
万
円
未

満
の
世
帯
で
は
消
費
税
５
％

だ
っ
た
05
年
時
点
で
３
・
46

％
。
年
収
１
千
万
円
以
上
の

世
帯
で
は
、
２
・
06
％
。
17

年
調
査
と
比
較
す
る
と
年
収

４
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
が

２
・
26
ポ
イ
ン
ト
も
負
担
が

増
え
て
い
る
の
に
対
し
、
年

収
１
千
万
円
以
上
の
世
帯
は

０
・
74
ポ
イ
ン
ト
増
に
留
ま

っ
て
い
る
。
10
％
へ
の
消
費

税
増
税
で
さ
ら
に
負
担
差
が

広
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。

　

要
支
援
１
で
最
大
の
減
少

幅
を
記
録
し
た
の
は
泉
大
津

市
の
▲
38
・
３
％
。
16
年
度

の
６
５
５
人
だ
っ
た
が
、
17

年
度
は
４
０
４
人
に
急
減
し

た
。
次
い
で
、
島
本
町
▲
34

・
５
％
、
岸
和
田
市
▲
24
・

７
％
、
茨
木
市
▲
23
・
２
％

と
続
く
。
府
下
全
体
で
は
16

年
度
と
比
べ
て
２
６
７
３
人

も
減
っ
た
。

　

要
支
援
２
で
は
、
能
勢
町

▲
33
・
６
％
を
筆
頭
に
、
泉

南
市
▲
25
・
１
％
、
島
本
町

▲
19
・
４
％
、
岸
和
田
市
▲

17
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

要
介
護
・
要
支
援
者
数
と
も

増
加
す
る
の
が
自
然
だ
。
一

転
し
て
急
減
し
た
背
景
に

は
、
安
倍
政
権
が
野
党
の
反

対
を
押
し
切
っ
て
強
行
し
た

15
年
の
介
護
保
険
法
改
定
が

あ
る
。

　

同
法
の
改
定
で
は
、
要
支

援
１
、
２
の
人
の
予
防
給
付

（
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
）

を
保
険
給
付
か
ら
除
外
。
市

町
村
が
運
営
す
る
「
総
合
事

業
」
へ
段
階
的
に
移
行
し

た
。
そ
の
中
で
住
民
か
ら

は
、
市
町
村
の
窓
口
で
要
介

護
認
定
の
希
望
を
伝
え
て
も

総
合
事
業
へ
誘
導
さ
れ
た
、

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

要
介
護
申
請
を
受
理
し
な
い

〝
水
際
作
戦
〞
と
も
言
え
る

事
態
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
社
保
協
の
自
治
体
要

請
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
」
で

も
、
介
護
保
険
担
当
者
が

「
自
転
車
に
乗
っ
て
き
た
人

は
要
介
護
申
請
を
さ
せ
な

い
」
と
発
言
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
介

　

臨
床
学
術
部
は
８
月
25

日
、「
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ

ッ
ク
」
の
セ
ミ
ナ
ー
を
と
み

も
と
歯
科
医
院
（
港
区
）
で

開
き
、
ス
タ
ッ
フ
16
人
が
参

加
し
た
。

　

冨
本
昌
之
氏
（
副
理
事

長
）
は
「
歯
医
者
と
い
っ
た

ら
『
怖
い
』
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
患

者
さ
ん
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

て
、
治
療
す
る
先
生
と
の
架

け
橋
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
述

べ
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
雰
囲

気
で
今
講
座
も

受
講
す
る
よ
う

呼
び
か
け
た
。

　

参
加
者
は
バ
キ
ュ
ー
ム
の

基
本
操
作
な
ど
を
ビ
デ
オ
で

学
び
、
４
つ
の
班
に
分
か
れ

て
医
師
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・

患
者
の
そ
れ
ぞ
れ
を
経
験
す

る
相
互
実
習
を
行
っ
た
。
実

際
に
チ
ェ
ア
を
使
い
、
患
者

の
誘
導
や
エ
プ
ロ
ン
の
か
け

方
、
バ
キ
ュ
ー
ム
の
当
て
方

を
実
習
し
た
（
写
真
）。

　

「
ど
う
し
て
も
う
ま
く
い

か
な
い
と
こ
ろ
が
克
服
で
き

た
」「
視
野
の
広
げ
方
な
ど

明
日
か
ら
の
診
療
に
活
か
し

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

８
月
29
日
に
は
関
西
共
同

印
刷
所
で
歯
科
健
診
を
実

施
。
昼
食
時
に
食
堂
で
「
歯

の
健
康
講
話
」
を
開
い
た
。

平
尾
清
司
理
事
が
出
務
し
、

健
診
は
33
人
が
受
診
し
た

（
写
真
下
）。
健
康
講
話
で

は
、「
歯
周
病
は
万
病
の

素
。
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
」
と
注
意
を
促
し
た
。

応
え
た
（
写
真
上
）。
同
氏

は
「
む
し
歯
に
な
る
前
に
歯

の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
感
想
を
述
べ

た
。
保
護
者
か
ら
は
、「
は

み
が
き
を
嫌
が
る
」
な
ど
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
は
、
城
東
区
こ

ど
も
食
堂
で
８
月
26
日
、
食

事
前
の
子
ど
も
12
人
に
歯
科

健
診
を
し
た
。
玉
川
尚
美
理

事
が
出
務
し
て
健
診
す
る
と

と
も
に
保
護
者
の
悩
み
に
も

護
保
険
制
度
か
ら
締
め
出
す

動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。

日時　10／13（土）17：45～19：15
会場　Ｍ＆Ｄホール
会費　無料
※ お申し込みは協
会ホームページ
（http://osk-
net.org）または
ＱＲコードから

Ａ　

消
費
税
は
、
所
得
の
低

い
人
ほ
ど
負
担
が
重
い
不
平

等
な
税
制
度
。

　

消
費
税
は
、
所
得
が
高
く

て
も
低
く
て
も
同
じ
税
率
で

負
担
す
る
た
め
、
一
見
平
等

な
税
制
度
に
見
え
る
。
し
か

し
、
所
得
に
占
め
る
消
費
税

の
負
担
割
合
を
み
る
と
、
所

得
が
低
い
ほ
ど
、
消
費
税
が

占
め
る
負
担
が
重
く
な
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合

会
の
調
査
（
２
０
１
７
）
で

は
、
消
費
税
の
負
担
率
は
年

収
１
千
万
円
以
上
の
世
帯
で

は
、
２
・
80
％
。
一
方
、
年

収
４
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

で
は
、
５
・
72
％
と
２
倍
以

Ｑ　

消
費
税
は
逆
進
性
の
あ

る
不
公
平
な
税
制
だ
と
い
う

の
は
本
当
か
？

所得階層別の消費税負担額が収入に占める割合の推移（調査世帯全体） 教えて！

財
源
問
題

財
源
問
題

社
会
保
障

社
会
保
障

Ｑ 消費税って不平等？

介護保険
要支援１の減少率上位10市町
2016 2017 増減人数 増減率

泉大津市 655 404 -251 -38.3%
島本町 322 211 -111 -34.5%
岸和田市 2,102 1,582 -520 -24.7%
茨木市 1,972 1,514 -458 -23.2%
田尻町 76 62 -14 -18.4%
貝塚市 757 627 -130 -17.2%
吹田市 3,443 2,934 -509 -14.8%
大阪狭山市 495 430 -65 -13.1%
能勢町 111 98 -13 -11.7%
河内長野市 1,510 1,334 -176 -11.7%

要支援２の減少率上位10市町
　 2016 2017 増減人数 増減率

能勢町 107 71 -36 -33.6%
泉南市 602 451 -151 -25.1%
島本町 196 158 -38 -19.4%
岸和田市 1,301 1,078 -223 -17.1%
松原市 938 804 -134 -14.3%
貝塚市 886 760 -126 -14.2%
吹田市 2,355 2,030 -325 -13.8%
泉大津市 667 577 -90 -13.5%
茨木市 1,622 1,436 -186 -11.5%
田尻町 61 55 -6 -9.8%

大阪社保協調べ

要
支
援
者
数
が
大
き
く
減
少

市
町
村
事
業
へ
の
移
行
で
保
険
外
し

子
ど
も
食
堂
、
事
業
所
で

歯
科
健
診
な
ど
取
り
組
む

　

協
会
が
常
任
幹
事
団
体
を
務
め
る
大
阪
社
会
保
障
推
進

協
議
会
が
府
内
市
町
村
の
要
介
護
認
定
者
数
と
要
支
援
者

数
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
自
治
体
で
２
０
１
７
年

度
の
要
支
援
者
数
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
介
護
保
険
法
改
定
が
影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。


